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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、地域の子どもの発達支援などへの、大学の臨床心理学資源を活用するシステム

構築を以下のような内容で試みた。 

（１）特別支援教育の実態調査を行い、体制の整備状況を明らかにした。 

（２）児童・生徒のメンタルヘルスの評価と心理教育の実践研究を行った。 

（３）小学校へ支援員として大学院生が赴き、実践的成果を蓄積した。 

（４）保育園の統合保育に関する巡回指導などのニーズについて調査を行った。 
（５）子育て支援に関する講演会と相談会を企画した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

In this study, we tried to construct the system to support to the regional child 

development by practical use of the clinical psychological resources of the University 

like the following. (1) Special needs education survey, revealed that management. (2) 

Made a practical study of the evaluation of the students ' mental health and psychological 

education. (3) Graduate students as an assistant for the pupils with development disorders 

in the elementary school, accumulated practical outcomes. (4) Conducted a survey about 

needs, such as patrol supervision on nursery schools. (5) Planned lecture on parenting 

support and consultation. 
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１．研究開始当初の背景 
 特別支援教育が平成 19 年度から本格実施
されており、発達障害をもつ子どもへの支援
について、従来の特殊教育の制度ではなく、
地域の学校で日常的に支援していくことが
求められている。 
 また、児童・生徒のメンタルヘルスについ
ても、治療的かかわりのみでなく、予防的観
点からのアプローチが求められている。 
 同様に、子育て支援、統合保育などについ
ても専門的知識や技能が必要なかかわりを
地域の学校や保育園に求められる側面が高
まっている。 
 そこで、それらの領域の専門的な知識と技
能を用いた、地域支援に生かすシステムの構
築を視野に入れながら、子どもの成長に沿っ
た包括的なかかわりが必要と考えられる。 
 その一つの形態として、大学の臨床心理学
的資源を利用した活動の意義が可能性とし
て示唆されている。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、地域・学校において、そ
れぞれの発達段階に合わせた子どもの発達
にかかわる包括的な支援を目指し、子育て支
援、社会的不適応や発達障害の児童・生徒へ
の学習および学校生活適応への支援、児童・
生徒のメンタルヘルス評価・支援システムの
探索などを通して、大学臨床心理学分野の資
源活用の意義を確立することにある。 
 具体的には、 
（１） 特別支援教育の実態調査 

幼稚園・小学校・中学校・高等学校・大学
における発達障害児（者）への対応について
の調査研究を行う。この調査によって、各学
校の中での実情を把握し、臨床心理学的支援
のニーズを明らかにする。 
（２） 児童・生徒のメンタルヘルス評価・
支援システムの研究 

児童・生徒へのメンタルヘルスに関する調
査を実施し、要支援児童の発見、支援計画の
策定、個別支援計画の策定、クラス全体に対
する支援の策定を行い、評価から支援への一
貫したシステムの構築を行う。 
（３） 児童・生徒への直接的支援の臨床研
究 
学校現場から要請のある児童・生徒に対し

て、個別の支援を行い、その方法、教材作成
の研究、個別の指導計画の効果的策定と評価
の方法を臨床的に検討する。 
（４） 統合保育への支援の実践研究 

障害児を受け入れている幼稚園・保育園を
訪問し、教諭・保育士らとのコンサルテーシ
ョン、保護者への面談などを行い、支援の効
果について分析を行う。 

（５） 子育て支援の実践研究 
大学の地域支援活動として、子育て支援に

関する講演会を行うとともに、その場での相
談会を実施してその成果について分析を行
う。 
 
３．研究の方法 
（１） 特別支援教育の実態調査 
 幼稚園・小学校・中学校・高等学校・大学
における特別支援教育に対する意識および
知識、発達障害児（者）の特性の理解、支援
体制の整備などについての調査用紙を作成
し、郵送で回答を求めた。その際に、各学校
および幼稚園の「管理職」「特別支援教育コ
ーディネーター」「担任」の３つの立場の教
員に回答を求めて比較検討を行った。 
（２） 児童・生徒のメンタルヘルス評価・
支援システムの研究 
児童・生徒へのメンタルヘルスに関する調

査を中学校において実施するとともに、要支
援児童の発見の視点、有効な心理教育の策定、
クラス全体に対する支援の策定を行い、その
効果について評価を行う。調査項目について
は、先行研究を参考にしながらバッテリーを
組んで行った。視点の整理としてはグランデ
ッドセオリーを用いて行った。 
（３） 児童・生徒への直接的支援の臨床研
究 
学校現場から要請のある児童・生徒に対し

て、個別の支援を定期的に行い、その方法、
教材作成の研究、個別の指導計画の効果的策
定と評価の方法を臨床的に検討を行った。 
（４） 統合保育への支援の実践研究 
障害児を受け入れている幼稚園・保育園を

訪問し、教諭・保育士らとのコンサルテーシ
ョン、保護者への面談などを行い、支援の効
果について分析を行う。また、巡回指導につ
いて、現場のニーズと、巡回指導員の意識に
ついて調査研究を行った。 
（５） 子育て支援の実践研究 
大学の地域支援活動として、子育て支援に

関する講演会を行うとともに、その場での相
談会を実施してその成果について分析を行
った。 
４．研究成果 
（１） 特別支援教育の実態調査 

 平成 19 年度に調査したものと、2 年後の
21 年度の調査においては、小・中学校におい
ては意識の変革が確認されるともに、校内の
支援体制も整ってきたことがうかがわれた。
しかしながら、高等学校、大学においてはあ
まり変化はみられず、今後の課題として明ら
かにされた。 
 また、回答者の立場によって、ニーズが異
なることがデータとして示すことができた。



特に、担任教師は具体的な支援を求めている
ことが明らかにされた。 
（２） 児童・生徒のメンタルヘルス評価・
支援システムの研究 

児童・生徒へのメンタルヘルスについては、
要支援生徒のサインを受け取るには、自己記
入式のメンタルヘルス調査とともに、教員の
視点からの両者が必要であることが示唆さ
れた。 

心理教育については、視点取得を促すプロ
グラムや、ソーシャルサポートの有無などが
大きく関与することが明らかにされた。 
（３） 児童・生徒への直接的支援の臨床研
究 
学校現場から要請のある児童・生徒に対し

て、個別の支援を行ったところ、多くのケー
スで成果がみられた。その成果とは、問題行
動の変容、学習意欲の促進、児童の自己評価
の回復、クラス運営の円滑化、保護者の安定
などに関与するものである。その中で、それ
ぞれの取り組みから効果的な技法などの示
唆が得られている。 
（４） 統合保育への支援の実践研究 

障害児を受け入れている幼稚園・保育園を
訪問し、教諭・保育士らとのコンサルテーシ
ョン、保護者への面談などを行ったところ、
目標の明確化、教師、保育者の見通しの確立、
保護者の情緒的支援などの効果が確認でき
た。また調査からは、保育園からは保護者対
応の重要性と保育者自身の支援を求められ
ていることが明らかにされた。これらは、巡
回指導員の意識と一致する部分が大きいこ
とも確認された。 
（５） 子育て支援の実践研究 
大学の地域支援活動として、子育て支援に

関する講演会には毎年、多くの一般市民の方
の来場を実現でき、その意義については確認
できた。また、その場での相談会にも申し込
みを受けて、成果が確認されている。この講
演会等は、通常の講演会とは異なり、大学院
生らによる託児も含まれ、開場にも乳幼児を
連れてはいることができるように工夫され
ており、その意味では大学の資源ならでは、
の企画となっている。 

なお、これらの成果の詳細については、「研
究報告」として冊子にまとめた。 
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